
『キリスト昇架』 
1634年頃 

 道を行く人々は、頭を振りなが
らイエスをののしって、言った。
「神殿を打ちこわして三日で建
てる人よ。もし、神の子なら、自
分を救ってみろ。十字架から
降りて来い。」 同じように、祭司
長たちも律法学者、長老たちと
いっしょになって、イエスをあざ
けって言った。「彼は他人を
救ったが、自分は救えない。イ
スラエルの王だ。今、十字架か
ら降りてもらおうか。そうしたら、
われわれは信じるから。 彼は
神により頼んでいる。もし神の
お気に入りなら、いま救ってい
ただくがいい。『わたしは神の
子だ』と言っているのだから。」 
イエスといっしょに十字架につ
けられた強盗どもも、同じように
イエスをののしった。マタ 
27:39-44 



『十字架降下』 
1634年頃 

 夕方になって、アリマタヤの
金持ちでヨセフという人が来
た。彼もイエスの弟子になっ
ていた。この人はピラトのとこ
ろに行って、イエスのからだ
の下げ渡しを願った。そこで、
ピラトは、渡すように命じた。
ヨセフはそれを取り降ろして、
きれいな亜麻布に包み、岩
を掘って造った自分の新し
い墓に納めた。墓の入口に
は大きな石をころがしかけて
帰った。そこにはマグダラの
マリヤとほかのマリヤとが墓
のほうを向いてすわってい
た。 マタ27:57-61 



『モーセ』1659年 

 主はモーセに仰せられた。
「これらのことばを書きしるせ。
わたしはこれらのことばに
よって、あなたと、またイスラ
エルと契約を結んだのであ
る。」モーセはそこに、四十
日四十夜、主とともにいた。
彼はパンも食べず、水も飲
まなかった。そして、彼は石
の板に契約のことば、十のこ
とばを書きしるした。 

 出エジプト34:27-28 



『放蕩息子の帰
還』1666年-1668年 

 またこう話された。 「ある人に息子がふたり
あった。弟が父に、『お父さん。私に財産の
分け前を下さい』と言った。それで父は、身代
をふたりに分けてやった。それから、幾日もた
たぬうちに、弟は、何もかもまとめて遠い国に
旅立った。そして、そこで放蕩して湯水のよう
に財産を使ってしまった。何もかも使い果た
したあとで、その国に大ききんが起こり、彼は
食べるにも困り始めた。それで、その国のあ
る人のもとに身を寄せたところ、その人は彼を
畑にやって、豚の世話をさせた。彼は豚の食
べるいなご豆で腹を満たしたいほどであった
が、だれひとり彼に与えようとはしなかった。
しかし、我に返ったとき彼は、こう言った。『父
のところには、パンのあり余っている雇い人が
大ぜいいるではないか。それなのに、私はこ
こで、飢え死にしそうだ。立って、父のところ
に行って、こう言おう。「お父さん。私は天に
対して罪を犯し、またあなたの前に罪を犯し
ました。もう私は、あなたの子と呼ばれる資格
はありません。雇い人のひとりにしてくださ
い。」』 こうして彼は立ち上がって、自分の父
のもとに行った。ところが、まだ家までは遠
かったのに、父親は彼を見つけ、かわいそう
に思い、走り寄って彼を抱き、口づけした。息
子は言った。 



『放蕩息子の帰還』 

『お父さん。私は天に対して罪を犯し、またあなたの前に罪を犯しました。もう
私は、あなたの子と呼ばれる資格はありません。』ところが父親は、しもべた
ちに言った。『急いで一番良い着物を持って来て、この子に着せなさい。そ
れから、手に指輪をはめさせ、足にくつをはかせなさい。そして肥えた子牛
を引いて来てほふりなさい。食べて祝おうではないか。この息子は、死んで
いたのが生き返り、いなくなっていたのが見つかったのだから。』 そして彼ら
は祝宴を始めた。ところで、兄息子は畑にいたが、帰って来て家に近づくと、
音楽や踊りの音が聞こえて来た。それで、しもべのひとりを呼んで、これは
いったい何事かと尋ねると、しもべは言った。『弟さんがお帰りになったので
す。無事な姿をお迎えしたというので、お父さんが、肥えた子牛をほふらせ
なさったのです。』すると、兄はおこって、家に入ろうともしなかった。それで、
父が出て来て、いろいろなだめてみた。しかし兄は父にこう言った。『ご覧な
さい。長年の間、私はお父さんに仕え、戒めを破ったことは一度もありません。
その私には、友だちと楽しめと言って、子山羊一匹下さったことがありません。
それなのに、遊女におぼれてあなたの身代を食いつぶして帰って来たこの
あなたの息子のためには、肥えた子牛をほふらせなさったのですか。』 父は
彼に言った。『子よ。おまえはいつも私といっしょにいる。私のものは、全部
おまえのものだ。 だがおまえの弟は、死んでいたのが生き返って来たのだ。
いなくなっていたのが見つかったのだから、楽しんで喜ぶのは当然ではない
か。』」ルカ15:22-1  


